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	 誰でも容易に情報を入手・発信すること可能とした Web の発達により，人々が Web にお
いて選択可能な情報は急激に増加している．それと歩みを同じくして，サーチエンジンを










































































マートフォン，タブレットから Google や Yahoo!, Bing 等のサーチエンジンを利用して情報
検索を行うことがほとんどである．2014 年の Pew Research Center の調査報告によれば，全
米の成人 87%が Web を日常的に利用していると報告されている 10)．更に，そのうちの 87%
の利用者は Web によって情報探索の利便性が概ね促進されていると回答した 11)． 
	 人々による情報検索行動がどのようなものであるかを扱ったものとして，Broder による
研究がある． Broder はサーチエンジンのクエリログとアンケート調査を組み合わせた分析
から，人々が行う情報検索行動を，Navigational: 特定の Web ページに到達することを目的
としたもの, Informational: 1 つ以上の Web ページが存在することを仮定し何らかの情報を得
ることを目的としたもの，Transactional: Web 上で購入等の行動を目的としたもの，の 3 つ
に分類した．また，Navigational, Informational, Transactional は独立して行われるわけではな
く，組み合わされることもあるとした上で，人々が行う情報検索行動の約 50%は
Informational なものであるとした 12)． 
	 Informational な探索は，「サンフランシスコ」や「くるま」のように対象となる Web ペー
ジが膨大であるが，その一方で，Web の情報源は文献等の情報源に比べて記述・発信され
ている情報が特定の内容に特化している，細分化されているという特徴がある 13)．つまり，
探索者は Informational な検索を行う場合には，いくつもの Web ページを巡回することによ
って散在している情報を取り出す必要がある．Spinkらは，サーチエンジンのログ分析から，
探索者が検索結果画面から実際に閲覧した Web ページの閲覧時間について調べた．それに
よると，54％の探索者が 1 クエリあたり参照する Web ページは 1 件で，1 件の Web ページ
を閲覧する時間は 40%が 3 分以下であるとした 14)．これは，もちろん，サーチエンジンの
性能が高く適合文献がすぐに見つけられるということも影響しているであろう．しかし，
 4 






割程度存在しているとの報告が為されている 15)．また，探索者は Informational な検索の結
果として得られる Web ページが，公的機関の Web ページ等の情報リテラシ的に良い文書と
されるものよりも，同じ主題の Web ページに対してより多くのリンクを持つものを望んで
いるという結果もある 16)． 

















下がる 23)，探索に対する満足度が低下する 24)25)，混乱及び緊張状態によるストレス 26)27)28)，


































































	 脳の活動を捉える方法としては，本研究で扱う脳波が以外にも，MRI (Magnetic 
















表 2.1 脳波の種類 
脳波 周波数帯域 関連する精神状態 
デルタ波(δ) 1-3Hz 睡眠 
シータ波(θ) 4-7Hz 眠気，脳機能低下 
アルファ波(α) 8-12Hz リラックス，覚醒 



















































観点からソーシャルキュレーションの効果を明らかにするために，2015 年 2 月から 3 月に
かけて情報探索実験を実施した．この情報探索実験では，実験参加者をソーシャルキュレ
ーションによる探索を行うグループと従来のサーチエンジンを用いた探索を行うグループ





	 実験は，筑波大学の大学院生 10名及び学群生 20名の合計 30名を参加者として実施した．
募集条件は特に設定しなかった．大学院生は図書館情報メディア研究科 7 名を中心として，
生命環境科学研究科 2 名，人文社会科学研究科 1 名が参加した．学群生は，知識情報・図
書館学類と国際総合学類各 4 名，社会工学類 3 名，生物学類 2 名，教育学類，比較文化学






群または SE 利用群)に割り付けた． 
	 実験前に行ったエントリーアンケートの結果，以下の結果が得られた(表 3.1, 図 3.1)．こ
の 2 グループの各項目間において有意差は認められなかった． 
 
表 3.1 各群の平均年齢と平均インターネット閲覧時間 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
平均年齢 22.1 歳 22.2 歳 




























	 これらを考慮して，2 つのタスクを策定した(表 3.2)．①収束型タスクとして，大学の受講
科目の課題として出題されたという場面設定で，インフルエンザの原因や症状，予防法に
































表 3.2 実験参加者に与えられたタスク 
タスク 内容 
①収束型タスク 
あなたが履修している保健の授業で, 「インフルエンザの原因, 症状, 
予防, 対処法についてまとめる」というレポート課題が出されました. 
レポートを作成するために必要な材料を, インターネット使って検索
してレポートに記入してください．この課題の制限時間は 30 分です. 
②拡散型タスク 
あなたと友人 1 人で北海道に旅行に行くことになりました. 時期は 4
月で, 期間は 2 泊 3 日です. 北海道では, どこに行くのか, 何をしてみ
たいのかを友人に提案するために, インターネットを使って調べてみ
てください. なお, 宿泊先や交通機関等は後で友人と決めるので, こ
こでは, 北海道で行きたいところ, やってみたいこと等の情報を調べ
てください.  この時, 文字だけでなく, URL や写真を貼り付けても構
いません. この課題の制限時間は 30 分です. 
 
3.4 実験の手順 
	 図 3.2 は実験の流れを示している．実験参加者は，概要説明を受けた後に同意書に記入し，
機器操作についての説明を受けた．その後，年齢や性別等に加えて，1 日の Web 利用時間
と目的，ソーシャルキュレーションの認知度や利用・目的に関する質問に 10 分程度で回答
した．トレーニングでは，15 分間の練習用タスクを用いてタスクと実験環境への慣熟を行
った後に，2 つのタスクに 30 分ずつ取り組んだ．タスクの詳細な内容については前述の通
りである．タスクの順序による結果への影響を考慮し，実験参加者によって 2 つのタスク













研究・機器操作に関する説明 10 分   
事前アンケート 10 分   
トレーニング 15 分   
タスク I 30 分 - 脳波，レポート作成状況(ディスプレイ撮影)，瞬目 
休憩 10 分   
タスク II 30 分 - 脳波，レポート作成状況(ディスプレイ撮影)，瞬目 
インタビュー 20 分 - 発話 





























	 実験参加者の利用した PC の OS は Windows8.1 で，液晶ディスプレイの解像度は 1920×



















































	 タスク中の行動を分析するために，表 4.1 に示す 20 種類の行動カテゴリを定義した．こ
の定義は，斎藤らが提案した Web 探索における行動の 5 種類のカテゴリ(search, link, next, 
back, browse)を参考に 58)，新たにソーシャルキュレーションに関するもの(curation)と，タス
ク中に行うレポート執筆に関する詳細なカテゴリ(write-head, -body, -itemize, -summarize, 
copy-image, -url, -itemize, -body, check)，さらに実験参加者がソーシャルキュレーション及び
サーチエンジンを利用して Web 上でどのように振る舞ったのかを明らかにするためのカテ








的な行動パターンを示した 2 名ずつ(2 タスク×2 グループ×2 名=合計 8 名)取り出し，1 つ
1 つ人手で確認し，全ての行動に対して発生時刻とカテゴリの種類をタグ付けた．例として，















































url URL をコピーして貼り付けること． 
itemize Web ページに含まれる文章からエッセンス的に抽出した名詞
句やひと続きの短文をコピーして貼り付けること． 












































表 4.2 に示した各周波数帯域の帯域成分の総和である． 
 
















入，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索，3) まとめ/Web ページを起点とした探索，
4) レポート執筆，の 4 つの行動毎に基準値との増減の平均値を求め議論する．なお，以降

















は一致しない．アンケートの結果，1 日の平均インターネット利用時間は 180.67 分であり，





表 5.1 1 日あたりインターネット利用時間 (n=30) 
 時間(分) 標準偏差 
1 日のインターネット利用時間 180.67  73.89 
 日常生活や学習に関する調べ物 65.74  53.35 
 動画や音楽の視聴 46.52  37.83 
 ソーシャルメディアの閲覧 41.43  41.05 
 ニュースの閲覧 23.85  20.16 
 メールの送受信 22.22  16.52 
 オンラインゲームやソーシャルゲームのプレイ 11.75  19.32 










	 実験参加者がソーシャルキュレーションを利用する頻度は 3.2 節の表 3.1 で示したが，ソ
ーシャルキュレーションを利用する状況のうち，最も当てはまるもの一つを選択させた結
果が表 5.2 である．その結果，検索結果の上位に表示された時に利用するという回答が 16
名と最も多かった．一方で，調べたい事柄について初めからソーシャルキュレーションで
調べるという回答も 5 名から得られた． 
 
表 5.2 ソーシャルキュレーションを利用する状況(単一回答, n=30) 
状況 人数 
検索結果の上位に表示されたとき 16 











表 5.3 ソーシャルキュレーションでまとめられている各種表現形式の閲覧(n=30) 
 積極的に見る 見ない 
画像 21 9 
リンク 20 10 











































































































	 ソーシャルキュレーション利用群は，前述のようにタスク前半とタスク後半で 2 つの行
動の切り替わりがある中で，主にまとめページを参照しながら内容を修正・加筆したり，
レポートとしてまとめ直したりする作業に多くの時間を費やしていた． 


















特定の Web ページや情報を志向したものというよりは話題，概念レベルのものであった． 
	 レポート記入に関連する行動様式も変化した．収束型タスクではタスク前半でレポート
の大枠を完成させ，後半はまとめページを参照しながらレポートに記入した内容を中心に











	 サーチエンジン利用群では，収束型タスクでのセッション数(クエリ発行回数)が 10 回及
び 8 回，拡散型タスクでのセッション数が 22 回及び 10 回と，両方のタスクにおいてセッ
ション数が増加した．また，検索結果一覧ページを起点とした探索では，検索結果一覧ペ








ぐに Web ページへアクセスし，内容を確認して素早く判断した上で参照する Web ページを
決定していると言える．このような行動は，サーチエンジンによる情報検索行動を分析し
た先行研究の中でも指摘されている 60)． 
	 その後の Web ページを参照してレポートを記入する場面では，10 秒程度の[write-itemize]










	 そして，タスク終盤になりレポートが一通り完成すると，図 5.3, 図 5.4 で示したような，










































































参照するまとめ/Web ページを決定した後は，3) 特定のまとめ/Web ページを起点とした探
索を行い，レポート画面とブラウザを往復することによって 4) レポートを書き上げていく





























 	 ソーシャルキュレーション利用群及びサーチエンジン利用群のいずれにも共通して，  
1)クエリを投入すること，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索，3) まとめページ及び 





	 まず，脳波分析するにあたって 4 つの行動の範囲を定義した．1) クエリ投入という行動
に対しては，実験参加者がソーシャルキュレーション又はサーチエンジンの検索窓をアク










えている間と定義し， 4.2 節の行動様式を示した図の「⬜ ︎」が該当する．本節では，この
範囲を「レポート執筆中」と呼ぶ． 
	 以降の項では，行動様式を分析した 8 名の前述の範囲における脳波の基準値との平均変
化量を結果として示している．また，図中では，一貫して，◇(青色)の座標がソーシャルキ
ュレーション利用群を示し，□(赤色)の座標がサーチエンジン利用群を示している．また，

















表 5.5 クエリ投入前後-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 

























図 5.7 クエリ投入前後-収束型タスクにおける脳波の比較 























表 5.6 クエリ投入前後-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 


























図 5.8 クエリ投入前後-拡散型タスクにおける脳波の比較 






















表 5.7 検索結界一覧ページ-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 


























図 5.9 検索結果一覧ページ-収束型タスクにおける脳波の比較 
















	 以下の図 5.8, 表 5.10 は拡散型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している． 
	 拡散型タスクでは，β/αとθ/βともに大きく変化した．収束型タスクでは，ソーシャル











表 5.8 検索結界一覧ページ-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 






















図 5.10 検索結果一覧ページ-拡散型タスクにおける脳波の比較 














5.3.3 まとめページ及び Web ページを起点とした探索 
	 表 5.9 と図 5.11 は，収束型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している． 





表 5.9 まとめ/Web ページ-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 


























図 5.11 まとめ/Web ページ-収束型タスクにおける脳波の比較 























表 5.10 まとめ/Web ページ-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 


























図 5.12 まとめ/Web ページ-拡散型タスクにおける脳波の比較 























表 5.11 レポート執筆中-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 


























図 5.13 レポート執筆中-収束型タスクにおける脳波の比較 
















	 表 5.12 と図 5.14 は，拡散型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している． 








表 5.12 レポート執筆中-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 

























図 5.14 レポート執筆中-拡散型タスクにおける脳波の比較 

















































	 本研究では目測による瞬目の計測を行った．そのため，測定対象区間が 1 分未満である
ものがほとんどであった SE と SR に分類される行動については，分析の対象外とした．本
節では，主に，ソーシャルキュレーションとサーチエンジンの大きな違いである「まとめ
/Web ページを起点とした探索」と「レポート執筆中」を瞬目という観点から分析を行った． 
	 表 5.13 は収束型タスクにおける各群の「まとめ/Web ページを起点とした探索」と「レポ
ート執筆中」の瞬目頻度の平均を示している．表 5.14 は拡散型タスクのものを示している． 






表 5.13 収束型タスクにおける瞬目頻度の平均 (標準誤差) 












表 5.14 拡散型タスクにおける瞬目頻度の平均 (標準誤差) 
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